
伊奈中央駅 老人ホーム

新田

綾瀬川
見沼代用水伊奈氏屋敷跡原市沼川

総合センタ ー 伊奈中学校 商工会館・ 教育センター無線山の林

町制施行記念公園

知の結び目(本や資料の拠点)中景： 互いの活動が見える 平地林
公園ひろ ば 田畑

山並み

綾瀬川近景： 周辺環境と 繋がる

遠景： 伊奈の景色を望む

庁舎×本×観光×交流

風土
新庁舎まちづく り

発
信

学
び

伊奈ギャ ラ リ ー

本･資料= 知の結び目

低層階を開放

みる～みら れる

ま ち へ ひ ら き ､ ｢ 伊 奈 の 結 び 目 ｣ と な る 庁 舎

　 　 伊奈のまちを見渡すと 遠く には、日光連山の雄大な山並みを背負い、伊奈氏が築いた河川の安全の上で、「 平地林」 や田畑、住居など、人々の営みが重なり 合う 風景を生み出し ています。

こ の自然と 人々の営みが親密に関わり あう 、 こ こ なら ではの風景が、「 伊奈町ら し さ 」 を生み出し ていると いえます。

　 　 さ ら に町民サービスの核と し て、 単に個別の目的に完結するだけではなく 、 庁舎サービス と 図書館サービスが時と し て関わり 融合する仕掛けによ って、 “結び合い” ひと つにまと まる

こ と が大切である と 考えます。 私たちは、 こ の伊奈特有の自然の風景と 町民の交流が結び合う 、 新たな「 伊奈の結び目」 と なる 庁舎を提案し ます。

「 伊奈の結び目」 －伊奈氏が築き 発展し てき た「 自然と 共にある 営みの風景」 と 「 町民の活動」 を”結ぶ”新たな拠点－

基本的な考え方

①複合のメ リ ット を最大化する「 知の結び目」

③本や資料を活用した賑わいの拠点「 伊奈ギャラリ ー」

重視する三つの基本的な考え方

伊奈町と 知の結び目

本や資料を活用し 、 伊奈町のひと ・
ま ち・ 風土を 学び・ 発信する 「 伊
奈ギャ ラ リ ー」 をつく る

②まちに「 開かれた庁舎」 をつく る
「 知の結び目」 を建物の中心に配置
する こ と で、 低層階がま ちに開か
れた庁舎をつく る

まちの風景と活動を「 ひとつ」 にまとめる「 伊奈の結び目」

本や資料の拠点と し て｢知の結び
目｣を施設中央に配置する こ と で、
様々な町民サービスを繋ぎます。

南側から 新庁舎を望む  知の結び目が屋内から 周辺を含め活動を結ぶ

ひろ ばから 新庁舎を望む  障子堀ユニッ ト ( 可動家具 ) を屋外にも 展開するこ と で賑わいを生み出す東側から 新庁舎を望む　 ひろ ばを利用し たイ ベント 時の風景
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1 階： 伊奈ギャ ラ リ ーを望む  本や資料と 障子堀ユニッ ト ( 可動家具 ) を活用し て持続的な賑わいを生み出す

2 階： 本と 資料の拠点を望む  大階段周り は低書架と するこ と で、 全体が見渡せる開放的な空間 1 階： 伊奈ギャ ラ リ ー・ 窓口を望む  窓口・ 伊奈ギャ ラ リ ー共に可動家具を用いた柔軟に変化可能な空間

各サービス集約と 明快な動線による最適な階構成
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